
~
 

な
見
本
が
で
き
あ
が
り
、
す
で
に
店
頭

5
R

市
議
会
各
委

で
予
約
受
け
付
け
を
し
て
い
ま
す
。

e

員
会
の
内
容

4
A
5
B

文
数
民
生
常
任

町
一
ア
口
ハ
は
す
で
に
予
約
を
締
め
切

D

宇
中
北
留
保
連
合

間
マ
一
五
百
二
十
著
者
桑

γ臣
、
ゆ
か
た
の
方
暗
雲
間
病
院
に
つ
い

汗
7
一
は
婦
人
団
俸
と
、
各
商
店
に
見
本
を
て
響
議
。

館
山
山
一
お
い
て
、
希
望
壱
と
り
ま
し
花
。
ム
問
自
清
掃
対
策
議

e

h叫
清
一
事
務
出
回
で
は
、
約
三
千
一
民
の
申
し
込
み
汚
物
収
集
の
直
営
問

&
:
一
が
あ
る
と
予
想
し
て
わ
ま
す
。
題
に
つ
い
て
審
議

吹
ん
一
マ
毎
年
タ
七
夕
ま
つ
担
始
ま
る
。
の

V
H
自
火
鑑
識
移
築
萎e火
葬
場
建
議

腕
吋
一
還
を
呼
び
お
乙
す
竹
飾
り
第
一
号
に
対
す
る
罪
費
量
一
望
事
項
へ

再
開
先
一
は
、
装
飾
誌
の
手
で
つ
く
ら
れ
て
い
ま
自
の
、
最
終
回
符
案
を
審
議
。

タ
木
一
一

v
m
g総
務
常
任
委
@
市
有
地
と
県
有

七
青
一
す
が
、
七
夕
の
月
、
七
月
の
一
日
に
、
市
一

一
一
均
の
交
換
、
桃
浜
町
巡
査
炉
在
所
の

一
純
一
空
間
と
平
塚
駅
襟
内
へ
著
書
一
移
転
、
市
設
住
宅
用
地
の
震
、
県

一
面
で
す
露
店
で
も
秘
策
を
ね
っ
て
、
一
立
職
業
訓
練
所

m
u移
転
、
市
道
警

は
、
富
闘
を
煩
い
鏑
る
の
が
者
約
て
お
り
ま
す
。
市
長
と
し
て
一
一
習
で
一
塁
タ
ま
つ
り
の
お
そ
ろ
い
、
ア
ロ
一
筆
名
護
を
す
込
め
て
い
ま
す

e

一
八
幡
否
一
審
請
書
土
地
問
題
な

の
、
い
う
な
ら
ば
「
紅
谷
間
童
顔
」
な
す
が
、
ほ
か
に
能
の
な
い
芭
奈
川
、
ヱ
ハ
シ
ャ
ツ
と
ゆ
か
た
は
、
県
立
小
田
康
一
山
中
授
や
事
務
所
、
各
円
」
家
庭
で
も
、
そ
一
ど
を
審
議
し
た
る
シ
}
、
市
庁
舎
敷
地
一

の
で
、
や
か
ま
し
く
と
D

あ
げ
る
の
が
の
本
来
の
習
を
努
樟
し
た
仕
事
と
い
一
工
芸
指
導
所
デ
サ
イ
ン
の
情
緒
ゆ
た
か
一

2
2

護
く
だ
さ
い
。
一
と
震
新
幹
線
問
惑
に
つ
い
て
経
遜
一

ヤ
ボ
と
い
う
も
の
、
し
か
も
現
在
で
え
ば
、
「
七
夕
音
頭
」
の
作
認
ぐ
ら
い
一
:
一
報
告
を
き
い
た
。
一

は
、
と
だ
わD
な
昼
、
復
惇
v裏
切
も
の
で
し
ょ
う
。
弱
る
く
長
し
い
と
霞
道
全
治
皐
こ
竹
錨
り
一
芸
襲
襲
撃
@
農
地
転
用
問
題
一

、
、
の
誰
も
が
幌
、
弱
っ
て
い
る
で
は
あ
カ
ヰ
草
市
の
ほ
こ
り
若
「
七
夕
ま
っ
一

i
p

官
官
火
葬
場
移
転
、
に
と
も
な
や
つ
聖
に
と

い
よ
い
よ
七
夕
ま
つ
主
返
す
い
て
文
書
票ζ
ぞ
っ
て
F

雪
白
ま
せ
ん
か
旦
嘉
手
甲
骨
気
持
ち
て
毎
年
の
一
馬
入
と
本
揺
の
協
力
で
一
ず
る
庖
答
な
ど
に
つ
い
て
報
告
と
説
一

き
ま
し
た
‘
で
い
え
だ
け
る
よ
う
、
楽
し
在
し
て
し
か
し
、
わ
た
し
は
重
の
立
場
で
七
夕
ま
つ
り
に
は
も
と
よ
担
、
八
月
の
一
一
践
を
き
い
た
。
一

ζ
と
し
は
十
周
年
に
あ
た
皇Z

期
待
し
て
す
ま
す
。
振
付
け
も
、
竺
巾
害
事
た
る
七
夕
ま
つ
り
の
た
め
に
議
長
会
に
も
、
ぜ
ひ
み
な
さ
ん
で
一

v

七
夕
ま
つ
り
富
島
警
は
、
為
か
ら
新
宿

5

活
水
橋
ま
で
、
市
内
の
一

v
器
工
襲
撃
@
工
場
誘
致
宗
一

で
、
警
の
も
の
に
ま
セ
も
り
あ
げ
た
一
器
汚
兼
久
さ
ん
の
も
の
で
、
リ
ズ
ム
作
詞
し
元
の
で
す
か
ら
、
ど
な
た
か
ら
霊
長
い
、
事
く
踊
っ
て
い
喜
一
例
年
の
ど
お
り
、
七
夕
習
の

6

良
吾
妻
譲
に
、
ま
つ
り
ま
ん
い
き
一
号
、
平
警
工
場
誘
致
属
す
る
一

い
と
お
も
っ
てP
る
の
で
す
。
に
の
っ
て
流
れ
る
よ
皇
、
蓄
え
や
も
お
陥
D
そ
こ
う
む
る
を
の
な
い
よ
き
た
い
と
お
も
い
ま
す
。
半
、
よ
そ
一
に
、
章
。
泌
氏
亨
一
般
家
庭

e
Eが
ひ
ろ
が
る
も
の
と
期
待
さ
れ
ま
す
。
一
嘉
(
ぎ
に
つ
い
て
襲
警
に

そ
こ
で
、
わ
た
く
し
は
「
七
夕
習
す
い
撃
で
す
。
(
と
い
っ
て
も
、
?
っ
、
天
上
の
官

7
y
ス
、
華
警
の
皇
地
へ
お
出
か
け
の
と
き
も
、
平
塚
一
章
@
団
体
に
分
け
て
行
な
い
ま
す
す
七
夕
暮
は
例
年
の
と
昔
、
連
一
光
。
一

頭
」
容
認
を
い
た
し
ま
し
た
が
、
こ
鶴
喜
一
や
か
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
、
不
年
に
一
度
の
一

T
i
主
事
宮
警
の
郷
土
蓄
の
ひ
主
と
し
て
、
5

一
で
こ
と
し
は
乙
れ
に
、
夜
祭
コ
ン
ず
放
送
局
の
語
録
音
行
事
を
は
じ
す
営
清
掃
対
策
議
@
犬
神
清
掃
作
業
一

れ
が
十
周
年
を
記
念
す
る
行
事
の
ひ
と
蝿
穏
な
わ
た
し
は
ま
だ
こ
な
せ
な
い
の
館
主
主
告
の
阪
と
し
て
は
、
い
さ
ろ
っ
接
見
い
。
主
主
義
市
…
ク
ー
ル
も
加
え
ま
し
た
。
菜
、
馬
入
一
め
、
主
要
や
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
の
市
一
書
物
護
施
設
の
訴
運
転
を
襲
一

一
吉
野
雑
誌
一
密
主
臨
ん
一
良
一
時
間
郡
山
中
出
品
誠
一
宮
山
一
日
控
訴
持
者
間
翌
日
明
日
時
一
点
慌
時
間
一
器
開
し
一

作
留
し
て
も
ら
い
、
軍
事t

認
に
つ
い
て
、
出
禦
女
子
宮
乙
れ
に
よ
り
、
平
塚
建
相
撲
川
会
合
会
下
、
こ
れ
に
あ
わ
せ
、
馬
入
@
本
雪
一
か
い
ろ
い
を
露
出
金
皇
室
っ
一
量
産
襲
撃
良
重
量

木
光
一
の
一
一
一
大
歌
手
の
吹
き
み
で
、
事
し
い
お
陥
さ
つ
け
た

ζ

と
が
あ
@
醤
平
@
須
賀
の
大
浜
の
語
、
会
(
裏
獲
に
て
@
一
品
質
縫
)
一
酉
店
街
と
、
泊
中
古
頗
警
は
、
留
選
筒
一
言
を
予
定
し
番
組
み
を
編
成
中
で
す
一
の
選
挙
民
と
定
員
の
童
、
農
業
尖

ζ

れ
は
雪
レ
コ
ー
ド
に
な
っ
て
い
ま
り
ま
す
。
い
か
が
わ
し
い
毒
事
情
調
査
は
も
と
よ
り
一
外
来
最
碁
に
も
一
望
、
第

D
を
そ
ろ
っ
て
出
ず
つC
Z書
記
で
戸
川
童
書
い
た
ま
一
済
の
統
合
間
憩

L
つ
い
て
一
襲
。
際
…

ず
。
各
万
里
、
そ
れ
ぞ
れ
お
わ
け
し
さ
れ
誌
で
す
が
、
事
雲
、
あ
れ
図
象
づ
一
け
ら
れ
れ
ば
侭
ま
と
お
も
っ
一
き
を
示
し
て
お

D
、
ζ
と
し
は
、
費
一
に
、
七
夕
ま
つ
り
は
平
和
の
シ
ン
ボ
ル
一
情
一
砕
を
義
一
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発行。平塚市役所
綴集@総務課
}日時-町、時悼~

号事IJ.毎月時日ぺ部3F;
昭和31年10jJ3良策事事量
郵便物認可

乙
と
し
十
瑚
年
を
む
か
え
た
平
探
七
夕
ま
つ
り
は
、
平
塚
市
主
強
、
神
奈
川
県
@
買
京
銀
道
誉
議

鴎
@
日
本
交
通
会
杭
後
援
に
よ
っ
て
、
総
予
算
二
一
白
二
十
万
円
を
投
じ
、
約
半
月
後
、
七
月
六
尽

か
ら
十
日
ま
で
の
五
日
間
、
金
市
あ
げ
て
開
催
す
る
こ
と
に
な

D
ま
し
た
。
市
は
乙
の
実
施
防
体

と
し
て
、
す
で
に
、
七
夕
ま
つ
り
実
行
議
員
全
(
全
長
〕
同
一
川
市
長
@
実
行
接
員
長
商
問
助
役
)
を

発
足
さ
せ
て
お
p

、
問
委
員
企
の
も
と
に
、
総
務
、
演
芸
、
接
待
、
陵
中
部
、
協
賛
行
事
、
特
約
行

事
、
欝
査
、
装
飾
、
芸
術
コ
ン
ク

i

ル
、
経
媛
、
用
度
、
施
設
、
資
拐
、
交
通
、
欝
備
、
衛
生
の

土
ハ
涯
、
職
員
二
宮
二
十
数
名
か
ら
な
る
事
務
局
を
鱗
腐
し
て
、
車
織
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
七

夕
ま
つD
は
、
必
墜
の
ま
ち
、
働
く
者
の
ま
ち
、
そ
し
て
、
娯
央
の
商
繋
の
守
山
閣
で
あ
る
平
塚

が
、
年
に
一
度
、
平
和
を
た
〉
え
、
ま
ち
ゐ
広
ぎ
わ
い
を
よ
ろ
乙
ん
で
咲
か
せ
る
、
大
時
酬
の
花
。

ζ
と
し
事
務
届
で
は
、
一
一
首
一
万
人
を
乙
え
る
人
出
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

体育館をうめた霊童家をまえ!こ、新作@七夕

留重翼おE 官喪主翌壁書する書軍事苦さんたち・ ステ

ージの竹飾りをパック 1;:、ジロイの七夕ゆ

かたも印象約守した。

も

i

市
議
日
記
!力

お
い
て

V
七
夕
ま
つ
り
の
察
部
広
報
は
、
す
一
千
品
刊
子
。
青
木
光
一
と
コ
口
ン
ピ
ア
合

で
に
幅
削
調
に
す
〉
め
ら
れ
て
お

p

、
奨
一
階
窃
の
み
な
さ
ん
に
よ
る
吹
き
込
み
が

行
翼
民
会
事
務
昂
で
は
、
金
問
闘
の
各
都
一
行
な
わ
れ
、
レ
コ
ー
ド
五
百
放
が
で
き

市
へ
、
ポ
ス
タ
ー
一
一
一
平
一
一
吉
放
を
発
送
一
て
き
ま
し
た
。
五
月
二
十
四
百
に
は
、
一

し
ま
し
た
。
六
月
二
十
四
白
か
ら
は
達
一
見
附
台
保
育
館
に
ひ
ら
か
れ
た
平
塚
お
一

日
、
広
報
車
な
で
し
ζ
号
に
よ
っ
て
、
一
W
C
Eと
と
も
に
、
恐
綬
遜
の
総
出
演
に
一

県
内
全
域
と
近
県
へ
の
放
送
盤
底
を
行
一
よ
っ
て
七
夕
音
頭
発
表
会
を
ひ
ら
宮
、
一

な
う
計
画
で
す
。
な
お
、
七
夕
ま
つ

D

一
六
月
八
日
に
は
、
間
同
じ
体
育
館
に
、
七
一

の
屯
行
事
が
き
ま
り
次
第
、
広
報
紙
号
一
タ
一
耳
目
頭
お
ど
り
指
導
金
を
催
し
て
、
七
一

外
を
発
行
し
て
、
全
世
帯
あ
て
に
、
十
一
タ
ま
つ

D

翠
号
、
の
感
を
深
め
ま
し
一

問
時
七
夕
の
全
容
を
と
築
内
し
ま
す
。
一
党
。
-

V
七
夕
ま
つ
り
十
勝
年
を
視
っ
て

ζ

と
し
、
市
長
は
、
七
夕
音
頭
を
作
読
し

ま
し
た
。
こ
れ
に
、
柴
山
定
夫
民
が
作

曲
、
花
町
月
兼
久
氏
が
援
り
付
け
し
て
六

月
七
沼
、
一
東
京
コ
口
ン
ピ
ア
で
、
蕗
宮

で
あ
P

、
ま
ち
の
盛
護
を
あ
ら
わ
ず
祭

典
で
す
。
近
在
、
遠
来
の
客
人
仁
、
乙

と
し
も
賂
待
に
添
-
え
る
湧
営
を
な
し
と

げ
た
い
も
の
で
す
。

オジサン l士、正面のカベの字がええないのでしょうか@

地下遂では、人はtéi日uを、自転車はおちてとおるのが

きまりですe 撲はちゃんと守っています@



特
町
民
日
目
白
日
間
主
農
業
団
体
の

v

時
間
語
践
臥
(
殿
町
)
九
日
れ
れ
諸
問
長
敏
(
馬
入
)

に
あ
て
届
け
也
、
名
義
を
必
ず
と
一
一
泊
年
慶
役
昌
一
副
会
長

e
平
之
内
鶴
空
間
階
)
再
撃
事
長
命
伊
東
平
穏
(
馬
天
)

一
タ
@
小
川
園
山
由
百
(
畑
出
)
新
代
表
産
準
@
内
自
松
出
口
(
馬
入
)

っ
て
く
だ
さ
い
。ζ

の
許
可
に
仲
間
、
一
一
改
選
後
の
顔
ぶ
れ

V
襲
警
雲
金
守
金
活
躍
宅
地
改
良
区

定
一
の
害
基
準
が
あ
担
ま
ず
か
ら
、
不
宮
内
農
業
間
体
の
う
ち
、
乙
乙
で
改
選
童
@
府
川
正
一
(
平
塚
)
新
霊
長

a語
襲
(
富
)

段
目
誌
で
な
い
響
、
自
に
あ
ま
量
一
期
を
む
か
え
た
各
部
俸
の
昭
和
一
一
一
十
五
郎
会
長

e
石
川
惣
一
(
金
田
)
新
霊
童e鈴
木
妻
郡
(
旭
)

路
古
車
道
品
な
い
の
で
す
。
京
事
室
長
の
と
す
で
す
。
タ
宇
野
実
(
大
野
)
新
代
表
撃
@
杉
山
単
一
一
泊
)

乙
の
立
場
に
た
っ
て
、
道
路
の
不
当

δ

…v
農
業
機
械
化
協
会
問

V
泉
樹
同
開
室
組
合
町

V
四
之
宮
土
地
或
良
医
一

照
を
な
く
す
よ
う
、
市
民
み
な
さ
ん
も
一
会
長
@
階
山
太
一
(
金
目
)
新
組
合
長
@
石
塚
豊
作
(
金
田
)
再
選
事
長
@
皆
川
漆
次
郎
(
太
野
)

監
視
を
し
て
ほ
し
い
も
の
で
す
り
一
罰
金
長
@
市
川
湾
(
大
野
)
再
翻
組
合
長
@
柳
川
カ
(
金
目
)
新
代
表
監
事
@
諸
伏
槌
杉
(
ん
ゲ
)

書
道
路
一
と
担
一
層
け
繍

D
お
こ
し
一
皇
室
主
通
路
上
を
使E

吉
、
露
福
富
一
円
室
主
主
躍
を
占
領
す
る
喜
一
ク
@
川
口
政
治
(
露
)
新

9
e

市
川
南
(
大
野
)
再V
上
平
塚
土
地
改
良
区

掘
D
起
し
が
穏
当
克
一
ぅ
、
警
事
号
、
空
軍
し
て
一
し
セ
、
と
吉
、
露
骨
『
と
う
し
て
も
堀
一
ム
士
、
下
室
も
つ
い
に
車
道
へ
一
守
重
著
書
生
ム
葬
望
組
合
霊
長
@
今
井
輝
彦
(
幸
容

一
一
レ
、
、
一
‘
@
一

A
R害
伊
沢
臨
時
刻
(
金
田
)
再
組
合
号
重
際
(
旭
)
再
望
室
長
水
量
(
ク
)

と
い
う
乙
ζ

と
で
す
。
一
お
き
ま
す
。
一
ら
ね
ば
な
ら
な
む
と
き
は
露
喜
一
歩
道
は
無
料
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持簡は，各会場とも，午後 1 時

30分から向 3 持まで

告書ど
図書喜重曹の月例コシサート

b とき・ 6 月 25日(土:午後 2 時

b ところ・農業会堂書ホーノレ

b 曲目@
③メンデノレスゾー'Y=ヴァイオリ

ン協奏曲。②γ ユトラウス口ワノレ

ツ集。③ベートーベエンヱヱ交饗凶

器番(宙関〉。

b 入場無料，どなたでも

7 月からは，毎月第 1 土器量自に，月

例レコードロ γサートを図書館 2 階

ホーノレでひらきます。

x x x 

日本脳炎の予防注射巡回日程は次の

とおふことしはじめて受ける人は

2 回，昨年もやった人は 1 回，注射

の料金は， 1 回40汚をど用意くださ

し、。カッコ内は第 2 回自の巡回日程

です。以下いずれも 5 月中。

時

ツユと夏をむかえて衛生課では，こ ころの話でなく，昨年も私たちの局

このところずっと，伝染病予訪対策 留におこったことなのです。

にけんめいの努力を続けています。 この予訪には，予防注射が，きわめ
すでに，腸チフス a パラチフスの予 て効果があるといわれます。ももろ

防注射をおえましたが，引き続いて ん陸予防注射を受けるのと問符に，
この15日から，日本脳炎の予防注射 この病気の運送屋、絞、を退治する
を， m内14会場で巡回実施中です。 こともわすれてはならないことです
日本脳炎は，そろそろ羽音吉ときか が，とにかしお宅の子を，ぜひお
せはじめた蚊がうっすこわい病気近くの会場へおつれになってくださ

で，とくに， 3 才-10才までくら い。

いの子がかかりやすいといわれて

います。

みなさんはおぼえているかどうか，

昨年昆本総炎は，平塚市内に 8 人を

かぞえて，そのうち 2 人が死亡しま

した。いずれもおかされたのは子供

でした。民本脳炎，それは，遠いと
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お近くの支所@出張所か市役

所E芝生課年金係の窓口へおい

でください
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その他精神的経済的問題なんでも

国民健康保君主の加入者が次の届け

出をするときは，必ず保険証を添

え， 10日以内にすませてください。

出生届・死亡届@住所の変更

届@役会保倹への加入鴎など

社会保険の資絡をなくして留保へ

入ろうとする人も同じです。
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人口密度 e 取 1， 583人

前月比205人9Ð世帯が増加した。
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財政事情にみ組閣支 il 
車 69舎で安定 u 

6 月 1 )3，脳部自の平塚市財政事 i 掛L.これに見合う支出荷で払 l~ とも
情(財政白書〉を公表しました。こ!建設事業費(投資的経費〉に，噛 ii 警ぷ
の財政事情は， 3時度む収支，つま 12 ， 965万円 49%をもって，積種的な言語更

1= 。 討議いり昨年10月からことしの 3 月末まで i 行政態度を裏付けしました 告をけ
に， mの財政収支がどうなったかを;一一一一一一 34年度全会計予算，総;:援雪

13月末の H 苧吾
発表したものです。内容でめだっ点! 額 25憶え 927万円は ~i ~ ,'2 

i 収入支出 :;まに
は，①予算総額カL ついに25億台1: 1 一一一一総体的に札制万円の~~ ，l;:宮
なったこと。②お年度も 3， 4∞万円| 収入超過 ιいう好結果で，一応主じ~~ 0 在
をこえる収入超過をもっておわった|られています。予算額に対L.実際 ~1 rrτ 
こと。③納税成績がきわめてたかま 1 3 月末までに収入した額は， 19億6， H 蚕宅

ったことなどです。 I 67TJJ F'l， 向期までに支出された額三房王

争時手竿前回の財政事情のとき I it , 1~億3， 243 万円だったわけです~~ 暴挙
報告した， 34年度前期 i この収入超過敏は， 5 月末でしめき エー

庁、-3~島 l 陪 草書
一一一三三一末(由月末〉の，市の!った出紛の結果，者千かわってきま g 襲
食会計予算総額は， 22億9， 135 万円|すが，すでにあきらかなように， 34 ~~告
でしたがe その後， 10月からことし l 年度も決算をまたず，単年度で相当 ~~ ♂ 
の 3 月までの荷に， 3 間の追加更正!の黒字を残す予定です。収入超過CJ) l~ ヱー
を行ない，その結果， 34年度末の全[会計納訳けは次のとおりでした。 三害義
余計予算総額は， 25億2， 927 万円を! 一般会計一 収入超過628万円 ~;事態 l
こえました。その前年，つま 933年 i 特別会計競輪 ク 2， 327万円 H ~:害
度末予算額は総体で， 24億告刈5万! ク 競輪ク 434万円 H ;2 ~苦
肉ほどでしたから，昨年度，はじめ[ 。 留保 。 3 万円 H 空名

て， r告の予算総額は， 25億円台に主主 i ク 簡易水道ク 2万円 i ~ む

したといえるわけであります。 1 国保診療所施設支出超過 10万円 j 
この25億円を，会計別にどう割ワふ i 一一一一一一 市財政を安定にみちび

i 引き続き
ったか，ひろってみますと I いているおふきなもの 蜘

i 車内税怒鶴 岡滋
b一般会計8億7， 704万円 (34.7%) t に，納税の好成績があ ~~ � 
b 特別会計 i ります。 5 月末に徴収諜がまとめた

競輪事業 .9億9， 056万円(39.1%) 134年度の市税紋入成績は歩自擦の古8 H 
競馬事業・ 5億8， 453万円(23.1%) 1 .5%に￠ぼぶ昨年を札 7% こえる~~

国保事業. 7， 126万円(お釣 l好識を示しました。これは，累下で ~ ~ 
鍔易水遂事業 .454万円 (0.2%) I も優位をあらそう状態で，市民に支 ~~ 
E富保診療施設 .131万円 (0.1%) I えられる市政の力強さをものがたる 員

以上パーセンテ{ジは全会計予算総 j ものといえましよう。予算的には市 H 
額に対する割ワ合いです。この予算|税総額は3億8， 271万円をかぞえ住民主
でとくにお年度一般会計8億7， 7ω万 i 1 人あたりい前門の負担となって ~i 昨
円の内容は，積極性と安定感をもっ|います。 ~i 苦
たものとして説明できるものです。 x x x ~I 襲
まず，奴入面マは，市税を中心に， I 以上のように，赤字を解消して以来 ' ぷ

78.9%6億百， 228万円をこえる自主財!平塚市の財政は，充実と安定の度合 重量

腕計上とて竺叫がたさ(味深めてします -j 
g 
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を手広

く行った。江戸時代末期のころ

である。時勢に~p応した事業で

あったため明治初期にはすでに

祭下屈指の大商店とな哲一族に

よる支店を馬入地内に設吟た。

石垣呉服店@石垣材木践であ

る。いずれもよく繁昌した。

当時は馬入の渡議附近が商業地

として賑っていた。

二代君主人の泰効は矢にもま

アサヒカメラ・アサヒグラフ・週刊綴目・日本・募L

の手帳・絞画。友・音楽の友。世界・鐙零時代・子供自

科学・婦人公論・出版ニユゅス・中央公論・新再現・小言語新

潮 .B'日開小説新潮・文芸春秩 '))IJ鴻文芸春秋・国文学(解

釈と鑑賞〕・旅ー

あなたの本棚/あなたの審斉f

あなた町懇い的場所f


